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1

　姫路市は、兵庫県の南西部に広がる播磨平野の中央部にあり、神戸市まで約５０㎞、岡山市まで約７０㎞の距離
にあり、京阪神、中国、山陰を結ぶ交通の要衝となっている。
　明治２２年（１８８９年）４月に江戸時代の城下町とその外縁部（面積約３㎢）を市域とする人口約２５，０００人の都
市として、全国３０市とともに我が国初の市制を施行したところから始まる。
　大正時代には、姫路駅周辺は一大ターミナルとして商業施設が集積するとともに、旧制高校のうちの１校で
ある旧制姫路高等学校が大正１３年（１９２４年）に開校し、文教府としての側面を持つようになった。
　工業化の面では、明治後期から昭和にかけ紡績業等の軽工業が発展するとともに、大正から昭和にかけて臨
海部に製鉄業等の重工業が進出し、人口の集積に伴い市街地が拡大した。
　太平洋戦争では２回の空襲により市街地は壊滅的な打撃を受けたが、戦後復興を早期に果たすべく市のシン
ボルロードである大手前通りの整備や市街地の改造に取り組み、姫路駅周辺の復興が図られた。
　高度経済成長期には、播磨臨海工業地帯の中心としての役割を担い、商工業都市として今日の姿へと発展を
遂げてきた。
　平成５年に姫路城が法隆寺とともに日本で初めて世界文化遺産に登録された。
　本市は、明治から昭和４０年代にかけて計１１回に及ぶ市町村合併により市域を拡大してきた。平成１８年（２００６
年）には近隣４町（家島町、夢前町、香寺町、安富町）と合併し人口５３万人の新生「姫路市」が誕生した。
　現在、産業面では、「ものづくり産業」の厚い集積がある特性を備え、臨海部には鉄鋼、化学などの大企業や
それらを支える技術力のある中小企業が集積し、全国有数の工業地帯を形成している。また、市内に姫路工業
大学を前身とする兵庫県立大学工学部や全国初の「公私協力方式」で設立された姫路獨協大学などがあり、産
官学が連携して、研究協力や学術交流を行っている。
　平成２７年（２０１５年）３月には、平成の大修理を終えた姫路城がグランドオープンし、初年度は２８６万人の登閣
者数を記録した。
　平成２７年度より、本市は「播磨圏域連携中枢都市圏（８市８町）」における中枢市となり、地方が踏みとどま
るための拠点として、人口減少の防波堤となることを期待されている。圏域の人口は約１３０万人で、兵庫県内の
約２３％に達しており、「圏域全体の経済成長のけん引」「高次都市機能の集積・強化」「圏域全体の生活関連機能
サービスの向上」の３つの役割を果たすための取組みを推進している。

姫路市の歴史1

（資料：姫路市「ひめじ創生戦略」、「姫路フォトバンク」）

●市鳥　シラサギ ●市花　サギ草

●市名のいわれ
　播磨国風土記「日女道丘」（ひめじおか）に由来します。

●市蝶　ジャコウアゲハ ●市木　カシ
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５３４，４５２人 （平成28年10月1日現在）人 口

５３４．４７㎢ （平成28年10月1日現在）面 積

２１４，８３８世帯 （平成28年10月1日現在）世 帯 数

【自然増減数】　▲ ８０８人
　（出生）　 ４，４７７人　　（死亡）　 ５，２８５人 （平成28年）
【社会増減数】　▲ ６８９人
　（転入）　１３，７７４人　　（転出）　１４，４６３人 （平成28年）

人 口 増 減

【事業所数】　２５，４５６事業所 （総務省「平成26年経済センサス」）
（製造業）　１，０５５事業所（従業員４名以上） （経済産業省「平成26年工業統計調査」）
　【製造品出荷額等】　２兆４，０８７億円
（卸売業）　１，３２０事業所 （経済産業省「平成26年商業統計調査」）
　【年間商品販売額】　１兆３４２億円
（小売業）　３，６２２事業所 （経済産業省「平成26年商業統計調査」）
　【年間商品販売額】　５，１１８億円

産 業
（※１）

平成２６年度市民経済計算（経済活動市内総生産）
【市内総生産 （GDP）】　２兆１，６１８億円　 （構成比）
　（第１次産業）　　　　　　　８８億円　　 ０．４％
　（第２次産業）　　　　　 ６，６２４億円　　３０．６％
　（第３次産業）　　　 １兆４，７０４億円　　６８．０％
　（輸入品税等）　　　　　　 ２０２億円　　 ０．９％
【就業者１人あたり】　　　　 ８３９万円 （兵庫県「市町民経済計算」）

経 済
（※２）

【平成２６年度】　　９１５万人（姫路城入城者数： ９２万人）
【平成２７年度】　１，１９０万人（姫路城入城者数：２８７万人）
【平成２８年度】　１，０２６万人（姫路城入城者数：２１１万人）
 （姫路市「平成28年度姫路市入込客数・観光動向調査報告書」）

観 光 入 込 客 数

【海外】　シャルルロア市（ベルギー）
　　　　フェニックス市（アメリカ）
　　　　アデレード市（オーストラリア）
　　　　クリチーバ市（ブラジル）
　　　　太原市（中国）
　　　　昌原市（韓国）
【国内】　鳥取市（鳥取県）
　　　　松本市（長野県）

姉 妹 都 市

シャンティイ城（フランス・ロワーズ県）姉 妹 城

ノイシュバンシュタイン城（ドイツ・バイエルン州）観光交流協定締結城

【位置】　東経 １３４度４１分　北緯 ３４度４９分
【距離】　東西 約３５．７㎞　 南北 約５５．５㎞
【海抜】　最高海抜（夢前町山之内）　海抜 ９７７ｍ
【河川】　最長河川（市川）　流路延長 ７７．５５４㎞

位 置 及 び 地 勢

　　　　　　平均気温　 最高気温　 最低気温　 降水量　 最大降水量
【平成２６年】　 １５．３℃　　 ３６．０℃　　 ▲ ２．９℃　 １，１５６㎜　　　７９㎜
【平成２７年】　 １５．８℃　　 ３６．３℃　　 ▲ ３．６℃　 １，６４１㎜　　 １９３㎜
【平成２８年】　 １６．３℃　　 ３７．１℃　　 ▲ ５．６℃　 １，５５２㎜　　 １１４㎜

（年あたり） （日あたり）

気 候

姫路市の概要2

※１　１年間の製造品の出荷額や売買された物品等の販売額
※２　１年間で行われた生産活動によって生み出された付加価値の貨幣評価額

ノイシュバンシュタイン城

シャンティイ城
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人 口　（1）世帯数、総人口等の推移及び編入・合併等の変遷3

■世帯数、総人口等の推移及び編入・合併等の変遷

編入又は合併地域１世帯当た
りの人員

人口性比
（男／女）

人　　　口
世帯数区　　分

女男総 数
明治２２年４月１日　姫路市制施行５．１８−−−２４，９５８４，８１５２２年

明治
明治４５年　飾磨郡国衙村及び市殿村の一部３．９７１０４．０１８，７５０１９，４９７３８，２４７９，６２９４２年

４．８０１０３．８２２，４４４２３，３０６４５，７５０９，５３５９年
大正

①
大正１４年　城北村４．８１９６．９２８，２９８２７，４１５５５，７１３１１，５８２１４年②
昭和８年　水上村、神崎郡砥堀村４．９５１００．６３０，９９９３１，１７２６２，１７１１２，５５２５年

昭和

③
昭和１０年　城南・高岡村
昭和１１年　安室・荒川・手柄村５．０２９３．４４７，２５０４４，１２５９１，３７５１８，２１０１０年④

昭和２１年　飾磨市、白浜・広畑・網干町、大津・勝原・
　　　　　余部村４．７０９０．６５４，７１１４９，５４８１０４，２５９２２，１８８１５年⑤

４．４２９５．５１００，８９７９６，４０２１９７，２９９４４，６８７２２年⑥
昭和２９年　曽左・余部・糸引・八木、揖保郡太市村４．５９９３．３１０９，７１５１０２，３８５２１２，１００４６，２５５２５年⑦
昭和３２年　四郷・花田・御国野・別所村
昭和３３年　飾東・的形村、神南町
昭和３４年　大塩町

４．６２９６．８１２８，２２３１２４，０９２２５２，３１５５４，５８６３０年⑧

４．４３９７．４１６６，５３７１６２，１５２３２８，６８９７４，１８８３５年⑨
昭和４２年　林田町４．０８９６．２１８７，４６４１８０，３４３３６７，８０７９０，０９８４０年⑩

３．８１９６．１２０８，２８１２００，０７２４０８，３５３１０７，３０２４５年⑪
３．６２９６．０２２２，４４５２１３，６４１４３６，０８６１２０，６１９５０年⑫
３．４２９４．８２２９，０８２２１７，１７４４４６，２５６１３０，４４５５５年⑬
３．３４９４．１２３３，３７７２１９，５４０４５２，９１７１３５，６１８６０年⑭
３．１７９３．３２３５，０９０２１９，２７０４５４，３６０１４３，５２２２年

平成

⑮
２．９７９３．２２４３，７４６２２７，２４０４７０，９８６１５８，８１８７年⑯
２．８２９３．１２４７，６６０２３０，６４９４７８，３０９１６９，７６５１２年⑰
２．６９９３．１２４９，７５１２３２，５５３４８２，３０４１７８，９８７１７年⑱

平成１８年３月２７日　家島町、夢前町、香寺町、安富町２．６９９３．３２７７，２８４２５８，７８３５３６，０６７１９９，０９１１８年
２．６１９３．６２７６，９５０２５９，３２０５３６，２７０２０５，５８７２２年⑲
２．５８９３．６２７７，１０８２５９，２６２５３６，３７０２０７，８７５２３年
２．５７９３．７２７６，９０４２５９，３９６５３６，３００２０８，４７３２４年
２．５４９３．８２７６，４２１２５９，３６２５３５，７８３２１１，２３５２５年
２．５１９３．８２７５，９８９２５８，８０５５３４，７９４２１３，１５８２６年
２．５２９３．４２７６，９４０２５８，７２４５３５，６６４２１２，８０１２７年⑳
２．４９９３．４２７６，３００２５８，１５２５３４，４５２２１４，８３８２８年

人口及び１世帯当たりの人員の推移

注）○印は国勢調査結果（各年１０月１日現在）
　　平成１８、２３～２６、２８年は姫路市推計（各年１０月１日現在）

（資料：総務省「国勢調査」、姫路市「姫路市の推計人口」）
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年齢３区分別人口割合の推移

■人口ピラミッド（平成７年－２７年比較）

人 口　（2）年齢階層別人口推移3

■年齢階層別推移
割　　合（％）人　　口（人）項　目

年　次
老年人口
（６５歳～）

生産年齢人口
（１５～６４歳）

年少人口
（～１４歳）

老年人口
（６５歳～）

生産年齢人口
（１５～６４歳）

年少人口
（～１４歳）総　数

１３．３６９．５１７．２７０，３８４３６６，７０９９０，７２０５２７，８５４平成７年
１５．８６７．９１６．３８４，３８７３６３，２３５８７，３２５５３４，９６９平成１２年
１８．６６５．７１５．７９９，６０６３５２，４５５８４，００７５３６，２３２平成１７年
２１．６６３．２１４．９１１５，７０３３３８，８８４８０，０９３５３６，２７０平成２２年
２５．１６０．５１４．０１３４，６７１３２４，０９４７５，１５５５３５，６６４平成２７年
２６．８５９．３１２．８１，４８１，６４６３，２８０，２１２７０６，８７１５，５３４，８００兵庫県（平成２７年）
２６．３６０．０１２．５３３，４６５，４４１７６，２８８，７３６１５，８８６，８１０１２７，０９４，７４５全　国（平成２７年）

※１　平成１８年以前は旧４町（家島町、夢前町、香寺町、安富町）を合算
※２　総数は「年齢不詳」を含む

（資料：総務省「国勢調査」）

（資料：総務省「国勢調査」）

Title:P04_P05.eca Page:2  Date: 2017/07/11 Tue 13:57:13 



5

■自然増減及び社会増減の推移

人 口　（3）将来推計人口3

■人口推移と将来推計人口
老年人口（６５歳～）生産年齢人口（１５～６４歳）年少人口（～１４歳）総 人 口年　　次

８．６％４２，７６６６６．０％３２６，３５４２５．４％１２５，６１６４９４，８２５１９８０年　昭和５５年

実 
績 
値

９．８％４９，５３４６７．３％３４０，３８７２３．０％１１６，１６４５０６，１０１１９８５年　昭和６０年
１１．３％５７，４６０６９．４％３５３，４２０１９．２％９７，６４３５０９，１２９１９９０年　平成２年
１３．３％７０，３８４６９．５％３６６，７０９１７．２％９０，７２０５２７，８５４１９９５年　平成７年
１５．８％８４，３８７６７．９％３６３，２３５１６．３％８７，３２５５３４，９６９２０００年　平成１２年
１８．６％９９，６０６６５．７％３５２，４５５１５．７％８４，００７５３６，２３２２００５年　平成１７年
２１．７％１１６，１１２６３．４％３３９，９６４１５．０％８０，１９４５３６，２７０２０１０年　平成２２年

２５．１％１３３，１０１６０．９％３２２，３２２１４．０％７４，０８７５２９，５１０２０１５年　平成２７年

推 
計 
値

２６．８％１３９，３０９６０．１％３１２，２４１１３．０％６７，７６７５１９，３１７２０２０年　平成３２年
２７．５％１３８，８７９６０．３％３０４，６００１２．２％６１，７１７５０５，１９６２０２５年　平成３７年
２８．５％１３９，３５３６０．０％２９２，９５８１１．５％５６，３３２４８８，６４３２０３０年　平成４２年
３０．０％１４１，０９６５８．７％２７６，１１０１１．３％５３，１４３４７０，３４９２０３５年　平成４７年
３２．７％１４７，７２７５５．９％２５２，４０９１１．３％５１，０３３４５１，１６９２０４０年　平成５２年

※総人口実績値は「年齢不詳」を含む （資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」）

（資料：姫路市「人口動態の推移」）
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産 業　（1）産業構造4

■産業構造
　播磨地域の中核都市としての姫路の産業は、臨海部に立地する鉄鋼、化学、電気機械などの重工業と活発な
商業活動により発展してきた。こうした経済基盤のもと、産業構造も変化しつつある。

（１）事業所数 （単位：事業所）

（資料：総務省「経済センサス」）

平成２１年平成２６年分　　　類
７，３４４６，６１４卸売業・小売業
４，０２５３，５５５宿泊業・飲食サービス業
２，５８７２，２６６建設業
２，２５８２，１２６生活関連サービス業・娯楽業
２，２４８２，１１８製造業
１，４９２１，７１５医療・福祉
１，８２９１，７０４サービス業（他に分類されないもの）
５，７９１５，３５８その他
２７，５７４２５，４５６合　　　計

（２）従業員数 （単位：人）

（資料：総務省「経済センサス」）

平成２１年平成２６年分　　　類
５０，２３５５１，３８２製造業
５６，６５８５０，９８６卸売業・小売業
２５，９９２３２，３４８医療・福祉
２５，９０７２３，５７２宿泊業・飲食サービス業
２１，５８２１８，８０９サービス業（他に分類されないもの）
２１，６９８１８，６３５建設業
１５，７７９１５，５７８運輸業・郵便業
５４，３４３５３，２６１その他
２７２，１９４２６４，５７１合　　　計

（３）総生産 （単位：百万円）

（資料：兵庫県「市町民経済計算」）

平成２１年平成２６年分　　　類
３６７，０３７５５４，２３４製造業
５０３，００２４９５，３５２サービス業
２９１，３０８２７５，６３６不動産業
２４２，９７２２５１，００９卸売・小売業
１１４，４０２１２６，１３７運輸業
１４０，００５１０６，８１２建設業
１２１，０５３９８，８９９電気・ガス・水道業
１０８，２９５９２，８５７金融・保険業
７７，２８０８２，４２５公　務
６０，８２７４８，１１３情報通信業
３，７１６４，９１８水産業
３，８２６３，６９９農　業
１，９５６１，３６７鉱　業
２２１２０６林　業

２，０３５，９００２，１４１，６６４合　　　計
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産 業　（2）製造業4

■製造業（従業者数４人以上の事業所）
　平成２６年工業統計調査によると、 従業者数４人以上の事業所数は、 １，０５５事業所で、 従業者数４６，５４０人となっ
ている。また、製造品出荷額等は２兆４，０８７億円で、これを産業別にみると鉄鋼業６，８７０億円と最も多く、つい
で電気機械器具製造業の４，９４２億円となっている。

（２）産業中分類別製造品出荷額等構成比（平成２６年）

構 成 比
（％）

出荷額等
（億円）分　　　類

２８．５６，８７０鉄鋼業
２０．５４，９４２電気機械器具製造業
１７．０４，０８９化学工業
５．３１，２６６業務用機械器具製造業
５．０１，１９７食料品製造業
４．８１，１５４電子部品・デバイス・電子回路製造業
３．０７３４金属製品製造業
１５．９３，８３５その他
１００．０２４，０８７合　　　　計

（資料：総務省「経済センサス」、経済産業省「工業統計調査」）

（３）兵庫県下 各市町の製造業の比較（平成２６年） （単位：人、億円）

製 造 品
出荷額等従業者数事業所数市 町製 造 品

出荷額等従業者数事業所数市 町製 造 品
出荷額等従業者数事業所数区分・市町

６８０２，３９８９５川西市３，７３２１０，９７０３４４たつの市兵庫県
６５１２，６３９６９洲本市３，１０４９，８１０１９２西宮市１４１，８３８３５９，２３６９，５５５
６３７４，３５８３４８宍粟市２，６５９４，５２６９９赤穂市１４３，５７４３５０，７３２９，６５８
５９２１，６９３６６養父市２，５２１３，５９２８９篠山市１４３，４７０３４９，６８７９，２９４
５４９２，７８３１５１南あわじ市２，５１４８，６０５２６３加西市１４０，２６９３５２，３１８９，０１７
４８６３，２１９６４宝塚市２，４８４８，４１６１９９小野市１４８，８８４３５０，４２９８，７１０
４７２２，８７２２０５淡路市２，２２７４，６１９７４播磨町
４３７２，４２５１０４多可町２，１４５７，９８７２３２丹波市２８，３１８６３，４１１１，６１７神戸市
３２１７７６２１上郡町１，９５０４，６００６８福崎町２４，０８７４６，５４０１，０５５姫路市
２８３１，３９４５４市川町１，７５１６，８７４２４１三木市１３，１４４３２，６４５７８３尼崎市
２６９１，１５０５３佐用町１，７４５５，５７７１５６稲美町１１，２３４２３，２０９３１２明石市
１９３４９３２０神河町１，６７１２，４６０５５太子町９，２０９１６，３８１３３０加古川市
１９０１，４５７８３香美町１，２４８６，０３３２１５豊岡市９，１３１１４，２０４１５２高砂市
８４５９１２６新温泉町９２６２，５６０６１相生市６，４５４１５，８２７２９７伊丹市
６８４３３１５猪名川町７１３３，１５０１５３西脇市５，３４１９，５５８１００三田市
２５２２１１４芦屋市６８０３，００８７７朝来市３，９５６６，９６５１５８加東市

平成２２年
平成２３年
平成２４年
平成２５年
平成２６年

（１）事業所数・製造品出荷額等の推移
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産 業　（3）卸売業4

■卸売業
　平成２６年の卸売業は、１，３２０事業所、従業者数１１，７６７人となっている。また、年間商品販売額は１兆３４２億円
で、これを業種別にみると建築材料、鉱物・金属材料等卸売業が２，８５７億円と最も多く、続いて機械器具卸売業
が２，２９１億円、飲食料品卸売業が２，１４９億円となっている。

（１）事業所数・従業者数の推移

年間商品販
売額（億円）

従業者数
（人）事業所数年　次

１１，７７０１７，２７７１，８１２平成１４年
１１，２３６１６，９９３１，７５５平成１６年
１１，５５５１６，８９６１，６５１平成１９年
１０，６８１１５，８７４１，７６３平成２４年
１０，３４２１１，７６７１，３２０平成２６年

（２）年間商品販売額（平成２６年）

年間商品販
売額（億円）分　　　類

２，８５７建築材料、鉱物・金属材料等卸売業
２，２９１機械器具卸売業
２，１４９飲食料品卸売業
１，０６５繊維・衣服等卸売業
２８６各種商品卸売業

１，６９６その他の卸売業
１０，３４２合　　　計

（資料：総務省「経済センサス」、経済産業省「商業統計調査」）
※1　平成24年の数値は「平成24年経済センサス」、その他は「商業統計調査」。
※2　「商業統計調査」と「平成24年経済センサス」では、集計対象等が異なっている。
※3　「平成26年商業統計調査」は、日本標準産業分類の第12回改定及び調査設計の大幅
　　 変更を行ったことに伴い、前回実施の平成19年調査の数値とは接続しない。

（３）兵庫県下 各市町の卸売業の比較（平成２６年）

年間商品販売額従業者数事業所数
市　町

構成（％）億　円構成（％）人構成（％）事業所
１００．０７１，５０７１００．０７８，８３８１００．０９，３２９兵庫県
４４．７３１，９３１４１．０３２，３４４３６．２３，３７６神戸市
１４．５１０，３４２１４．９１１，７６７１４．１１，３２０姫路市
７．９５，６８４７．３５，７８２７．３６７９尼崎市
８．７６，２３０５．６４，３８０４．７４３８西宮市
２．９２，０４７３．７２，９４８３．６３４０加古川市
５．３３，７７９３．３２，６３１３．５３２３明石市
１．１７７８２．２１，７０２２．６２４６豊岡市
１．４１，０１３２．６２，０５０２．５２３０三木市
３．８２，６９４２．４１，８５７２．２２０４伊丹市
０．５３７９１．４１，０７２１．９１７８南あわじ市
１．３９２９１．６１，２５３１．４１３４たつの市
０．３２１８０．８６２７１．４１３０宝塚市
０．５３５９０．９７４３１．４１２８西脇市
０．５３７９０．８６６３１．２１１３洲本市
０．５３４００．９７０６１．２１１３小野市
０．２１６４０．７５１８１．２１１３川西市
０．５３７００．７５２６１．１１０６丹波市
０．２１４６０．６４９４１．１１０５淡路市
０．７５２２０．８６６２１．１１０１三田市
０．４３１６１．０７９９１．０９０高砂市
４．０２，８８８６．７５，３１４９．２８６２その他 （２１市町）

（資料：兵庫県「商業統計調査」）
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産 業　（4）小売業4

■小売業
　平成２６年の小売業は、 ３，６２２事業所、 従業者数２６，２４２人となっている。 また、 年間商品販売額は５，１１８億円で、
これを業種別にみると飲食料品小売業が１，２３２億円と最も多く、続いて機械器具小売業が１，０７８億円、各種商品
小売業が５８３億円となっている。

（１）事業所数・従業者数の推移

（２）年間商品販売額（平成２６年）

年間商品販
売額（億円）

従業者数
（人）事業所数年　次

５，８０７３４，１６３５，５５８平成１４年
５，６１７３４，２４３５，４６４平成１６年
５，９５２３４，７３１５，４１０平成１９年
４，６２１３４，４６４４，７１３平成２４年
５，１１８２６，２４２３，６２２平成２６年

年間商品販
売額（億円）分　　　類

１，２３２飲食料品小売業
１，０７８機械器具小売業
５８３各種商品小売業
３６１織物・衣服・身の回り品小売業
３１９無店舗小売業

１，５４４その他の小売業
５，１１８合　　　計

（３）兵庫県下 各市町の小売業の比較（平成２６年）

１㎡当たりの
販売額（万円）

売場面積
（㎡）

年間商品販売額従業者数事業所数
市　町

構成（％）億　円構成（％）人構成（％）事業所
８８．６５，５９６，６１０１００．０４９，５７３１００．０２４７，２８５１００．０３２，２２０兵庫県
１０６．４１，５５７，９０４３３．４１６，５７２３０．４７５，２７２２８．５９，１８１神戸市
７８．０６５６，２０４１０．３５，１１８１０．６２６，２４２１１．２３，６２２姫路市
９４．３３６７，１５５７．０３，４６１７．４１８，１９０７．２２，３３５尼崎市
１０２．６３９３，５４７８．１４，０３８８．０１９，６９９６．３２，０１９西宮市
７６．１２２７，１４７３．５１，７２８４．４１０，９２５４．２１，３６５明石市
７３．３３０１，３１３４．５２，２０９４．４１０，７５８３．８１，２１７加古川市
７０．０１３３，６１３１．９９３５１．９４，７９８２．９９３１豊岡市
９５．０１９６，９４１３．８１，８７０３．５８，５９２２．７８６０伊丹市
９２．８１４１，１１６２．６１，３１０３．１７，７０７２．６８４８宝塚市
１０８．２１１５，３６７２．５１，２４８２．４５，９２２２．０６４６川西市
７１．３８７，４５１１．３６２４１．５３，５９５１．７５６０たつの市
６８．３８８，６６９１．２６０６１．３３，１０２１．７５５１丹波市
７２．３６７，２３９１．０４８６１．０２，５６７１．６５２５南あわじ市
７０．７８８，３７６１．３６２５１．５３，７６１１．６５０３高砂市
６７．８６３，８８００．９４３３１．０２，３５４１．５４８６淡路市
７０．９１１２，５９６１．６７９８１．５３，７８６１．５４８０三木市
７３．３５４，６３９０．８４０００．９２，３２８１．４４４７洲本市
６３．５１２６，２７４１．６８０２１．８４，５２６１．３４２４三田市
１１４．３５０，６９３１．２５７９１．３３，１９５１．３４１９芦屋市
６２．０５８，８４１０．７３６５０．８２，１００１．２３８７宍粟市
７５．８７０７，６４５１０．８５，３６６１１．３２７，８６６１３．７４，４１４その他 （２１市町）

（資料：兵庫県「商業統計調査」）

（資料：総務省「経済センサス」、経済産業省「商業統計調査」）
※1　平成24年の数値は「平成24年経済センサス」、その他は「商業統計調査」。
※2　「商業統計調査」と「平成24年経済センサス」では、集計対象等が異なっている。
※3　「平成26年商業統計調査」は、日本標準産業分類の第12回改定及び調査設計の大幅
　　 変更を行ったことに伴い、前回実施の平成19年調査の数値とは接続しない。

Title:P08_P09.eca Page:3  Date: 2017/07/11 Tue 13:58:02 



10

産 業　（5）その他関連指標4

■有効求人倍率の推移

（資料：姫路公共職業安定所）

（資料：国土交通省「建築着工統計調査」）

着工件数
（戸）年　次

４，６０５平成２０年
４，２４５平成２１年
３，７７９平成２２年
３，５６７平成２３年
４，２７４平成２４年
４，０８５平成２５年
４，３１８平成２６年
３，７２１平成２７年
４，９００平成２８年

■新設住宅着工件数の推移

（資料：株式会社東京商工リサーチ姫路支店）

■倒産状況の推移

負債額
（百万円）件　数年　次

６２．９２２，９６６▲ ４３９平成２０年度
▲ ４５．０１２，６３０１９５８平成２１年度
１．７１２，８５１１０６８平成２２年度
０．３１２，８８６▲ １０５８平成２３年度

▲ ７３．２３，４５８▲ １０４８平成２４年度
５９．９５，５３０１７６５平成２５年度
６６．９９，２２８▲ １７４８平成２６年度
▲ ５６．０４，０６４７５５平成２７年度
▲ ６７．６１，３１５▲ ２１３４平成２８年度

前年差
（件数）

前年比
（％）
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観 光5

■観　光
　姫路市内にある観光主要施設の平成２８年度の総入込客数は１，０２６万人で、姫路城グランドオープンを契機に
大きく増加した平成２７年度に比べ約１６３万人減少したが、依然１，０００万人の大台を維持している。姫路城の入城
者数においても、平成２８年度は国内城郭の年間入城者数で過去最多を記録した平成２７年度の２８６万人から約７５万
人減の２１１万人となったが、２００万人を越える高い水準で推移している。
　姫路城入込客数の平成２８年度の内訳は、国内観光客が１７４万人（８２．７％）、外国人観光客が３６万人（１７．３％）
であった。平成２７年度に比べ、国内観光客は前年度の２５６万人（８９．３％）から約８１万人減少しているのに対し、
外国人観光客は前年度の３０万人（１０．７％）から約６万人増加し、外国人観光客の占める割合が上昇している。

 A Sハリマアルビオン
（女子サッカー・なでしこリーグ2部所属）

ヴィクトリーナ姫路
（女子バレー・日本初のプロバレーボールチーム）

世界遺産姫路城マラソン

　観光庁では、スポーツをインバウンド拡大や国内観光
振興の起爆剤となる新たな観光資源として位置付けてい
る。当地には、スポーツ文化ツーリズムアワード２０１６で
スポーツ庁長官賞を受賞し評価を得た「世界遺産姫路城
マラソン」や、トップリーグを目指す女子サッカーチー
ムやバレーボールチームの拠点があり、地域に活力を与
えている。大型スポーツイベントの開催やチームの活躍
を通じた地域ブランドの向上や交流人口の増加に期待が
寄せられている。

（２）新たな観光資源の活用による観光客増加に向けた取り組み

（１）姫路市総入込客数の推移

（資料：姫路市「平成28年度姫路市入込客数・観光動向調査報告書」）

世界文化遺産・国宝 姫路城

書写山円教寺
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姫路市内景気動向6

■景気動向調査「姫路の業況判断 D I 」の長期推移

詳しい調査結果は姫路商工会議所ホームページ（ht t p:/ /www .hime ji - cci.or .jp）をご覧ください。

■項目別 D I 値の推移
２８／４ Q２８／３ Q２８／２ Q２８／１ Q２７／４ Q２７／３ Q２７／２ Q２７／１ Q
▲ ２６▲ ２９▲ ３１▲ ３４▲ ３０▲ ２９▲ ３０▲ ３１業況判断 D I
▲ ２７▲ ２３▲ ２２▲ １９▲ ２０▲ ２３▲ ２０▲ １５従業員過不足 D I
▲ ６▲ ７▲ ６▲ ５▲ ４▲ ６▲ ３▲ ４設備過不足 D I
４５６７８７９９在庫過不足 D I

▲ １８▲ １８▲ １７▲ １６▲ １８▲ ２０▲ ２０▲ １９資金繰り D I

※DI値：d i f f us ion i n dex（ディフュージョンインデックス）の略称。
　景況についての項目を「良い」割合から「悪い」割合を引いた値をもとに作成。

（資料：姫路商工会議所「景気動向調査」）

■「姫路の業況判断 D I 」構成比の推移
（％）
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姫路市の統計データランキング7

面積・人口・世帯

５３４．４７㎢１３０位面積

５３５，６６４人３２位人口（国勢調査）

▲ ０．１０％２０２位自然増加率

▲ ０．２５％３９４位社会増加率

１４．０３％１１６位年少人口比率（～１４歳）

６０．５０％２１８位生産年齢人口比率（１５～６４歳）

２５．１４％６１０位老年人口比率（６５歳～）

４５．０歳６４９位平均年齢

１．５５２３９位合計特殊出生率

２２６，９４８世帯３４位世帯数（住民基本台帳）

２．３４人４４３位１世帯あたり人員

財政力（2015 年度）

９５９．８７億円２３位地方税収額

２，０９０．６５億円２８位歳出決算総額

８３．４％９０位経常収支比率 ※１

１５．５％５０６位公債費負担比率 ※２

５．５％２３５位実質公債費比率 ※３

９．６％２５２位将来負担比率 ※４

０．８６１４９位財政力指数 ※５

５６．９４％１４１位自主財源比率 ※６

７．００％１４３位交付税依存度 ※７

３７．３２万円３１５位人口１人当たり地方債残高

ランキングの対象は８１４市区

（資料：東洋経済新報社「都市データパック2017年版」）

経済力

２５，０５５事業所３１位事業所数

２５５，２１２人３３位従業者数

１６社２９位上場企業本社数

２兆４，０８７億円１４位製造品出荷額等

１兆３４２億円４３位卸売業年間販売額

５，１１７億円３４位小売業年間販売額

９９店２５位大型店店舗数

雇用・マンパワー

２５７，１３３人３１位労働力人口

６８．９２％６１２位労働力率・３０～４０代女性

１９．９９％６９４位労働力率・高齢者

１．００％６７７位就業人口構成（第１次産業）

３１．０８％２０２位就業人口構成（第２次産業）

６４．０１％４０７位就業人口構成（第３次産業）

生活基盤・環境

１０１．１４％２１３位昼夜間人口比率

３２４．３７万円１７４位納税者１人当たり所得

６６．１０％５５４位持家世帯比率

６．３万円２２５位住宅地地価

８．０４所３９７位人口１万人当たり病院・一般診療所数

２１．０２人２７１位人口１万人当たり医師数

※１　歳出のうち、人件費などの経常的に支出される経費の、市税
などの経常的に収入される一般財源に占める割合で、県政の
硬直度を表す。この指数が低いほど財政運営の弾力性が高
い。

※２　公債費充当一般財源を一般財源総額で除したもので、使途に
制限のない地方税、地方交付金など一般財源が公債費に充当
されている度合いを示す。財政構造の弾力性をみる指標のひ
とつ。

※３　自治体の一般事業会計などが負担する元利償還金及び準元利
償還金の標準財政規模に対する比率（３カ年平均）。公債費
による財政負担の度合いを判断する指標で、この比率が１８％
以上となる自治体は、起債に当たり総務大臣等の許可が必要
になる。

※４　自治体の一般事業会計などが将来負担すべき実質的な負債の
標準財政規模に対する比率。中長期的な視点から公営企業や
第三セクターなどの出資法人まで含めた、将来の実質的な負
債の大きさを判断するための指標。

※５　基準財政収入額を基準財政需要額で除したもの（３カ年度の
平均値）。 一般的には、 収入に対して需要が小さい自治体 （財

　　　政力指数が大きい自治体）が、財政的には余裕がある。地方
交付税は、財政力指数が１を超える団体には交付されず、１
を下回る団体に基準にしたがって交付される。

※６　歳入に占める自主財源の割合であり、自治体の財政基盤の安
定性や自立性を判断する指標。一般に、この比率が高いほど
望ましいと考えられる。

※７　歳入に対する地方交付税の割合。
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〒６７０‐８５０５ 姫路市下寺町４３番地
ＴＥＬ ０ ７ ９ − ２ ２ ３ − ６ ５ ５ ５
ＦＡＸ ０ ７ ９ − ２ ８ ８ − ０ ０ ４ ７

姫路商工会議所
姫路経済研究所

姫路商工会議所
姫路経済研究所

数字で見る
姫路経済201 7
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